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八
街
市
に
は
39
の
区
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
そ
の
地
域

な
ら
で
は
の
歴
史
や
文
化
が
あ
り
、

そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
同
士
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
自
治
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
西
林
区
を
紹
介
し
ま

す
。西

林
（
に
し
ば
や
し
）
区
は
、

大
字
「
八
街
」
ろ
番
地
の
大
部
分

を
範
囲
と
し
、
区
内
に
は
交
進
保

育
園
や
交
進
小
学
校
と
い
っ
た
施

設
が
あ
り
ま
す
。
西
林
区
の
一
帯

は
、
そ
の
昔
原
野
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
が
、
明
治
時
代
に
政
府
主

導
の
開
墾
に
よ
り
、
現
在
の
よ
う

に
畑
が
多
く
見
ら
れ
る
場
所
に
な

り
ま
し
た
。
「
西
林
」
と
い
う
地

名
は
、
こ
の
土
地
の
開
墾
事
業
を

担
当
し
た
林
九
兵
衛
氏
と
、
そ
の

後
開
墾
を
引
き
継
い
だ
西
村
郡
司

氏
の
頭
文
字
を
取
っ
て
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

区
で
は
、
例
年
、
親
睦
行
事
と

し
て
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」「
夏

祭
り
」
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

災
害
に
備
え
、
消
防
団
の
協
力
の

も
と
「
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
の
た
め
、
開
催
を
中
止

し
ま
し
た
。
西
林
区
で
活
動
す
る

八
街
市
消
防
団
第
16
分
団
は
、
消

防
操
法
大
会
に
お
い
て
、
毎
回
優

秀
な
成
績
を
収
め
て
お
り
、
特
に

平
成
26
年
に
開
催
さ
れ
た
全
国
消

八
街
市
の
各
区
を
紹
介
し
ま
す
（

八
街
市
の
各
区
を
紹
介
し
ま
す
（
2323
）【
西
林
区
】

）【
西
林
区
】１月14日㈭に開催した

　　 「どんど焼き」の様子

防
操
法
大
会
で
は
、
千
葉
県
代
表

と
し
て
出
場
し
、
優
良
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
地
域
の
安
心
安
全
の

た
め
、
西
林
区
に
お
住
ま
い
の
若

い
世
代
の
方
は
、
是
非
と
も
地
元

消
防
団
へ
入
団
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
よ
り
、
思
っ
た
よ
う
な

活
動
が
で
き
な
い
な
か
、  

「
ど
ん

ど
焼
き
」
に
つ
い
て
は
、
規
模
を

縮
小
し
て
１
月
14
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
西
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
会
場
と
し
て
、
切
り
出
し

た
竹
を
使
っ
て
や
ぐ
ら
を
組
み
上

げ
、
そ
の
周
り
に
古
い
お
守
り
や

お
札
を
置
き
、
小
学
生
の
下
校
時

間
に
合
わ
せ
て
や
ぐ
ら
に
火
を
付

け
、
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を
願

っ
て
お
焚
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

私
（
区
長
）
自
身
、
お
焚
き
上
げ

を
見
な
が
ら
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
祈
っ
て
お
り
、
今
年
は
、

コ
ロ
ナ
禍
が
早
く
収
束
す
る
こ
と

を
祈
り
ま
し
た
。

問
八
街
市
区
長
会
事
務
局

（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎
３
１
２
‐
１
１
４
０

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

閲
覧
制
度
は
、
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
が
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己
資
産

の
部
分
を
確
認
し
た
り
、
借
地
人

・
借
家
人
の
方
や
一
定
の
権
利
を

有
す
る
方
が
、
権
利
の
目
的
で
あ

る
固
定
資
産
の
課
税
内
容
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

閲
覧
期
限

　

令
和
４
年
３
月
31
日
㈭

　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、

　
　
　
　
　

年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
日
曜
開
庁
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

閲
覧
場
所　

課
税
課

土
地
・
家
屋
価
格
等

　
　
　
　
　
　

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

縦
覧
制
度
は
、
固
定
資
産
税
の

納
税
者
が
所
有
す
る
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
、
市

内
の
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
と
比
較
し
て
確
認
す
る
た
め
の

令
和
３
年
度
分
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
と

令
和
３
年
度
分
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
と

　
　
　
　
　
　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
　
　
　
　
　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
縦
覧
で
き
る
方
は
、

納
税
し
て
い
る
土
地
や
家
屋
が
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
土
地
の
み

を
納
税
し
て
い
る
場
合
は
土
地
の

み
、
家
屋
の
み
を
納
税
し
て
い
る

場
合
は
家
屋
の
み
縦
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
縦
覧
制
度
の
趣
旨
を
逸

脱
す
る
よ
う
な
縦
覧
申
請
に
は
、

応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

縦
覧
期
限

　

４
月
30
日
㈮

　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、

　
　
　
　
　

年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
日
曜
開
庁
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

縦
覧
場
所　

課
税
課

　

手
数
料
や
お
持
ち
す
る
も
の
な

ど
詳
し
く
は
、
課
税
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
課
税
課

　

☎
４
４
３
‐
１
１
１
６

　

４
月
１
日
現
在
、
公
的
年
金
を

受
給
さ
れ
る
65
歳
以
上
で
、
市
・

県
民
税
（
住
民
税
）
の
納
税
義
務

の
あ
る
方
は
、
公
的
年
金
部
分
の

住
民
税
を
、
公
的
年
金
か
ら
天
引

き
（
特
別
徴
収
）
を
し
て
納
付
す

る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は

年
６
回
で
、
前
年
度
の
特
別
徴
収

税
額
（
年
税
額
）
の
２
分
の
１
に

相
当
す
る
額
を
、
３
回
（
４
月
・

６
月
・
８
月
）
で
仮
徴
収
し
、
令

市
・
県
民
税
を
公
的
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
し
ま
す

市
・
県
民
税
を
公
的
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
し
ま
す

和
３
年
度
の
「
年
金
所
得
分
の
住

民
税
決
定
額
」
か
ら
仮
徴
収
分
を

差
し
引
い
た
税
額
を
３
回
（
10
月

・
12
月
・
令
和
４
年
２
月
）
に
分

割
し
て
本
徴
収
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
市
・
県
民
税
決

定
通
知
は
６
月
上
旬
頃
送
付
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
課
税
課

　

☎
４
４
３
‐
１
１
１
６

パソコン環境の準備などが必要になる場合があり
ます。詳しくは、 e ＬＴＡＸホームページをご覧
ください。

徴収猶予・換価の猶予
　申請すると、１年以内の期間に限り猶予が認め
られる場合があります。
徴収猶予の要件
　新型コロナウイルス感染症の影響や納税者など
が震災、風水害などの災害を受けたり、財産が盗
難に遭われた場合、納税者または生計を一つにす
る親族が病気や負傷した場合、事業を廃止 ・休止
した場合などにより税金を一時に納めることがで
きないと認められる場合
換価の猶予の要件
　滞納者が徴収金を一時に納付すると事業継続ま
たは生活維持が困難になるおそれがあり、納税に
ついて誠実な意思があると認められるときなど

滞納した場合の対応
　市税などを滞納した場合には、無財産や生活の

窮迫が著しい場合を除き、法律の定めにより、次
のような処分を行います。
①給与などの照会、差し押さえ
②預貯金などの調査、差し押さえ
③動産・不動産の調査、差し押さえ
④捜索・公売など
⑤国民健康保険税滞納者への対応
　⑤の対応としては、①～④に加えて、国民健康
保険税を滞納した場合は、通常よりも有効期限の
短い「短期被保険者証」の交付、さらに滞納が長
期間続いている方には、被保険者証に代えて「被
保険者資格証明書」の交付が行われます。

電話催告を実施しています
　納期限を過ぎても納付の確認ができない方を対
象に、自動音声による電話催告を行っています。
発信専用番号　３１２－６１５５
内容　自動音声による未納のお知らせと納付の催告

問納税課　
　☎４４３－１１１５

２ページ「市税などの納付に関してのお願い」からの続きです。
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